
大学名 鳥取大学

表題 『鳥取大学カーボンニュートラル宣言』の発出

鳥取大学では、鳥取砂丘の砂防造林の研究を端緒とする乾燥地研究をはじめとする環境問題に関する様々な研究を通して、地

域・国・世界への貢献に取り組んできました。このような活動を一層加速し、脱炭素社会、カーボンニュートラルの実現に貢

献するため、本学では本年６月２８日にカーボンニュートラル宣言を発出しました。また、併せて策定した、カーボンニュー

トラル行動方針を推進します。

・省エネルギー、資源節約の徹底、低二酸化炭素排出量の電力事業者との契約導入、再生可能エ

ネルギーの利用拡大。

・浜坂地区における先行取組、湖山地区におけるイノベーション・コモンズ構想、米子地区にお

けるスマートホスピタル構想の推進。

・地球温暖化・気候変動、グリーンエネルギーの創出、次世代二次電池、エネルギー削減や二酸

化炭素排出削減に資する固体触媒、低炭素社会を目指した社会基盤構築、温室効果ガスを排出

しにくい作物開発、未利用生物資源の有効活用など、本学ならではの研究活動および関連する

産学連携活動と研究成果の社会実装の推進。

・環境に関わる一般基礎教育、専門教育、SDGsの達成に取り組める人材の育成を更に加速し、

カーボンニュートラル実現に貢献できる人材を教育・育成。

・地方自治体および地域の産業界、金融界との緊密な連携による、地域におけるカーボンニュー

トラルの推進。

鳥取大学は、二酸化炭素排出量を、2030年に2013年比60％、2040年には75%削減し、遅くとも2050年までに、実質的なカー
ボンニュートラルを目指します。そのため、温室効果ガス排出削減に資する本学独自の研究およびイノベーション創出を推進します

『鳥取大学カーボンニュートラル宣言』

■鳥取大学カーボンニュートラル行動方針

地球温暖化、気候変動に関わる研究拠
点：乾燥地研究センターのアリドドーム
と社会実装を目指すバタフライ風車
（浜坂地区） 鳥取大学カーボンニュートラル宣言 https://www.tottori-u.ac.jp/6131.htm

別紙２
第65号 特集テーマ「気候変動対策

－地球とわれわれの未来のために－ 」
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